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2018年4月発行（季刊）一般社団法人日本縫製機械工業会

　2018年（平成30年）3月3日（土）、日本工業倶楽部（東京
都千代田区丸の内）において、第38回ホームソーイング小・
中・高校生作品コンクール表彰式を受賞者、来賓、当工業
会関係者等約150名の出席のもと盛大に開催しました。
　最初に主催者の眞壁 八郎会長から、「作品コンクールは
今回で38回目を迎え、応募校数597校、応募点数4,120点
であった。どの作品も独創性や個性に溢れ、素晴らしい作
品ばかりで、ミシンを使って一所懸命に作り上げた作品を見
て、我 ミ々シンの設計者として心が躍る感じがした。今回の
優秀作品については、来る4月26日から28日まで、東京ビッ
グサイトで開催される「2018日本ホビーショー」の当工業会
ブースに展示し、来場者に紹介する予定である。受賞者に
おかれては今回の作品作りを経験し、アパレル、ファッショ
ン、デザイン等に興味を持っていただき、モノづくりの伝道
師としてモノづくりの楽しさを拡げていただきたい。」と挨
拶があり、続いてご来賓の経済産業省 製造産業局 産業
機械課長 片岡 隆一殿から、「ミシンを使った作品作りを
通して、感性が磨かれファッションやデザインなどの関心へ

つながっていくと思われる。楽しみながら行うことが成功
へつながると言われており、楽しんで行った結果、立派な
作品になり今回の賞をもらえたと思う。今後も楽しむ心、練
習する心、続けることを忘れずにやっていただきたい。」、
文部科学省 初等中等教育局 児童生徒課産業教育振興
室 教科調査官 市毛 祐子殿からは、「作品作りの中で、
試行錯誤を繰り返しながらも直面する課題に向き合い、
作品を完成させたことは大きな自信につながったと思う。
今回身に付けた力は、様 な々場面で役立つので、今後も作
品作りに挑戦し、モノづくりの楽しさを味わっていただきた
い。」と挨拶をいただきました。
　経済産業大臣賞は、片岡課長から最優秀賞の5名に、ま
た、文部科学大臣賞は市毛教科調査官から小学校、中学
校、高等学校のそれぞれ各1校にホームソーイング振興最
優秀校として、賞状・賞品が授与されました。
　この他優秀賞、アイデア賞については、眞壁会長から賞
状・賞品の授与が行われ、特別賞の全国ミシン商工業協同
組合連合会・技術賞は、同連合会の高松 紘次郎理事長か
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　表彰式が終了した後、日本工業倶楽部内の会場におい
て受賞者とその家族、来賓、学校関係者、会員企業及び報
道機関等が参加し受賞者交流会を開催しました。
　会場には、経済産業大臣賞、優秀賞、アイデア賞、特別
賞などの上位入賞作品を展示し、見事な出来栄えに参加
者は感心していました。
　表彰式では緊張の面持ちが見られた受賞者の皆さんで
したが、交流会場では飲物と軽食が用意され、友だちや

ら、また審査委員特別賞は本コンクール審査委員会の櫻
井 純子審査委員長から、それぞれ賞状・賞品の授与が行
われました。
　審査の結果については、櫻井審査委員長から、「作品の
質はとても高く優れた作品が目立ち、デザイン性が高く、縫
製も含め大変充実した優れた作品が多いのに審査委員一
同は感心した。更に独創的で個性に溢れ、他人と同じでな
いオンリーワンの作品が多く、最新型ミシンの機能を上手
に生かした作品が目立った。」と感想が述べられました。

　受賞者を代表して、「高校生の部・衣服作品部門」の最
優秀賞を受賞した山形県立谷地高等学校の髙橋 葉月さん
から、「このコンクールは小学生の頃から出品しており、大
変思い入れのあるコンクールである。この経験を活かして
様々な角度から物事を考えて表現する能力を身に付けた
い。」と挨拶がありました。
　最後にハンドメイド・カンパニー㈱の早川 辰悟代表取締
役の特別講演が行われました。

家族、学校の先生たちと楽しく談笑するなど和やかな雰
囲気に包まれ、作品の前で受賞者が家族や友人たちと記
念写真を撮ったりするなど、明るく賑やかな一時を過ごし
ていました。
　また、今年も会場の一画で受賞者たちのインタビューを
行い、受賞した喜びや作品作りへの思い入れ、苦労話など
を映像に記録しました。

片岡 隆一 産業機械課長 市毛 祐子 調査官 櫻井 純子 審査委員長 早川辰悟 特別講演講師

第38回ホームソーイング小・中・高校生作品コンクール受賞者交流会
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　当工業会の第154回理事会を開催し、すべて
の議案を審議しました。ご来賓として経済産業
省製造産業局産業機械課の工藤　勉課長補佐
殿並びに岩井田　剛係長殿にご臨席いただき、
経済産業省関係・平成30年度当初予算案及び
平成29年度補正予算案のポイントを中心にご説
明をいただきました。概要は以下のとおりです。
議題1. 会員の異動について

　平成30年4月1日より、「株式会社島精
機製作所」、「東レACS株式会社」及び
「株式会社ユカアンドアルファ」が賛助会
員として入会することが承認可決されまし
た。その他下記の議題も原案どおり承認
可決されました。

議題2. 平成29年度事業報告（一部見込み）につ
いて、

議題3. 平成29年度収支決算見込みについて、
議題4. 平成30年度事業計画（案）について、
議題5. 平成30年度収支予算（案）について、
議題6. 第38回ホームソーイング小・中・高校生作

品コンクール事業及び第39回ホームソー
イング小・中・高校生作品コンクール事
業について、

議題7. JIAM2020の取り組みについて、
議題8. 今後のスケジュールについて、
議題9. その他

第154回理事会開催

　2018年（平成30年）2月16日（金）から17日（土）の2日
間、インテックス大阪2号館で開催された第50回大阪ミシ
ンショーへJASMAブースを出展しました。
　JASMAブースでは「技能士ステッカー」、「テーブルス
カート」の掲示、パンフレッ
ト等の配付などにより、当
工業会の事業活動、次回の
JIAM2020について広報活動
を実施しました。また、開会式
では当工業会の眞壁会長が
来賓として祝辞を述べ、テー
プカットを行いました。

第50回大阪ミシンショーのJASMAブースで広報活動を実施

会議・行事名等 日時・時間・場所 議題他

第155回理事会
（書面審議）

2018年（平成30年）
5月

①平成29年度事業報告・決算報告
②平成30年度事業計画・収支予算
③第49回定時総会の開催 他

正副会長会議

2018年（平成30年）
6月8日（金）
12：00 ～ 14：15
日本工業倶楽部

第49回定時総会の審議・
報告事項 他

第49回定時総会

第49回定時総会 
2018年（平成30年）
6月8日（金）
14：30 ～ 16：30
日本工業倶楽部

①平成29年度事業報告、決算報告
②平成30年度事業計画、収支予算
③JIAM2020の取り組みについて 他

第49回定時総会後
懇親パーティー

懇親パーティー 
2018年（平成30年）
6月8日（金）
17：00 ～ 18：30
日本工業倶楽部

定時総会後の懇親会

正副会長会議
平成30年10月11日（木） 
12:00 ～ 13:45
ホテルグランヴィア大阪

①第156回理事会の審議・
　報告事項 他

第156回理事会

平成30年10月11日
（木）
14:00 ～ 16:00
ホテルグランヴィア大阪

①平成30年度上期の事業概要
②平成30年度下期の事業
③JIAM2020の取り組みについて 他

正副会長会議
平成31年1月17日（木）
11:30 ～ 13:00
日本工業倶楽部

①平成30年度予算執行状況
②平成31年度予算と会費徴収額 他
③第39回ホームソーイング
　小・中・高校生作品コンクール
④JIAM2020の取り組みについて 他

平成31年
新年賀詞交歓会

平成31年1月17日（木） 
13:30 ～ 15:00
日本工業倶楽部

新年賀詞交歓会

　当工業会は内外展示会を問わず、引き続き工業会事業
の広報活動を実施していきますので、ご協力をお願いいた
します。

今後の主要な行事等は以下のとおりです。

（2018年（平成30年）3月3日(土)、11:10～、日本工業倶楽部）

眞壁 会長



4

編　集　後　記

本JASMA会報は、当工業会ホームページに掲載しております。
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　3月下旬からの陽気の影響で、今年の桜の開花は例
年になく早かったようです。お花見に出遅れた方や桜まつ
りのイベント関係者は、葉桜を恨めし気に見上げることに
なってしまいました。自然を相手に予定を組むのは難しい
ものです。
　今回のホームソーイング小・中・高校生作品コンクール
には、独創性豊かで完成度の高い作品が数多く寄せら
れ、縫製文化の広がりを強く実感いたしました。次回コン
クールでの新たな作品との出会いも、今から楽しみです。

第39回ホームソーイング小・中・高校生作品コンクール募集を開始します

　全国の小・中・高校生を対象とした「第39回ホームソーイ
ング小・中・高校生作品コンクール」の作品募集が始まりまし
た。詳細については当工業会ホームページをご覧下さい。
1. 応募部門：
（1）小学生の部（4・5・6年生）

部門は特に設けていません。中学生、高校生の全て

の作品部門を含みます。

（2）中学生の部

①小物・インテリア作品部門　　②衣服作品部門　

③リメイク・デコ作品部門

④アニメ・ゲームキャラクターコスチューム作品部門

（3）高校生の部

①小物・インテリア作品部門　　②衣服作品部門　　

③リメイク・デコ作品部門

　　　④アニメ・ゲームキャラクターコスチューム作品部門

2. 応募作品、応募方法他については、当工業会ホーム
ページをご覧下さい。

　　なお、今回一部の応募は、写真による選考を行います
のでご注意下さい。

3. 締　切:2018年（平成30年）10月31日（水）
4. 応募先・お問い合わせ先：

一般社団法人日本縫製機械工業会　
「第39回作品コンクール」係
TEL.03-6435-8190　　FAX.03-6435-8192

Eメール：info@jasma.or.jp    URL：http://jasma.or.jp 

会員の異動
〈入会〉　2018年（平成30年）4月1日付で下記の企業が賛助会員として入会されました。（敬称略）

株式会社島精機製作所 代表取締役社長　　島　三博
本　　社　和歌山県和歌山市坂田85 資本金　148億5,980万円
取扱製品　コンピュータ横編機、自動裁断機、デザインシステム　他

東レACS株式会社 代表取締役社長　　松田　浩 
本　　社　東京都港区虎ノ門1-1-3　磯村ビル4F 
取扱製品　アパレルCADシステム、仕様書システム　他

株式会社ユカアンドアルファ 代表取締役社長　　保利　淳
本　　社　東京都渋谷区恵比寿南1-1-10　サウスコラム小林6F 資本金　4,950万円
取扱製品　アパレルCADシステム　他

〈退会〉　2018年（平成30年）3月31日付でマツモトプレシジョン株式会社（正会員）が退会されました。
〈会員数・2018年（平成30年）4月1日現在〉
　　　　　正会員　35社　　　賛助会員　8社1団体　　　合　計　44社団体

お知らせ

（O.T.）

資本金　3億円
（全額東レ株式会社出資）


